
委員会・支部活動報告

奈
良
で
遺
産
観
光
の
国
際
会
議
開
催

U
N
W
T
O
と
観
光
庁
共
催
、

越
智
事
務
局
長
が
講
演

A
S
E
A
N
観
光
促
進
部
会
が
ラ
オ
ス
訪
問

商
品
化
に
向
け
イ
ン
フ
ラ
・
観
光
施
設
な
ど
視
察
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国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
と
観

光
庁
は
2
月
25
日
、
奈
良
市
の
東
大
寺
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
遺
産
観
光
に
関
す
る
国
際
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
U
N
W
T
O
と
観
光
庁
の
共
催
に
よ
る
同
会

議
で
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
文
化
遺
産
を
活

か
し
た
観
光
推
進
を
め
ぐ
り
、
国
内
外
の
有
識

者
を
招
い
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
に
は
、
U
N
W
T
O
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

も
務
め
る
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ド
ナ

ル
ド
・
ホ
ー
キ
ン
ス
教
授
や
J
A
T
A
の
越

智
良
典
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
36
カ
国
か
ら

1
8
5
人
が
参
加
。
「
保
存
と
活
用
の
両
立
」

「
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
」
「
持
続
可
能
な
活

用
に
む
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
構
成
さ
れ
た
3
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
文
化
遺
産
を
観
光
資
源
と

し
て
活
か
し
つ
つ
文
化
的
価
値
を
い
か
に
保
存

し
て
い
く
か
、
文
化
的
な
遺
跡
や
建
造
物
を
ど

の
よ
う
に
磨
き
上
げ
て
世
界
遺
産
な
ど
の
国
際

的
な
知
名
度
を
持
つ
遺
産
に
す
る
か
、
世
界
遺

産
登
録
な
ど
で
注
目
を
浴
び
た
観
光
地
が
ど
の

よ
う
に
持
続
的
に
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
の

か
、
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
2
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
で
開
催
さ
れ
た
U
N
W
T
O
と
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）
の
共
催
に
よ

る
国
際
観
光
会
議
に
続
い
て
、
U
N
W
T
O
か

ら
の
講
演
要
請
を
受
け
た
J
A
T
A
の
越
智
事

務
局
長
が
「
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
」
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
登
壇
し
、
「
価
値
創
造
産
業
と
し
て

世
界
遺
産
に
新
し
い
生
命
を
吹
き
込
む
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
宣
言
の
継
承
と

奈
良
会
議
の
意
義
に
言
及
し
た
上
で
、
ベ
ス

ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
修
学
旅
行
を
通
じ

た
「
伝
統
」
と
「
創
生
」
、
文
化
遺
産
を
「
守

り
」
「
伝
え
」
、
「
新
し
い
価
値
を
加
え
る
」

活
動
を
紹
介
。
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
普
及
の
た
め

の
産
官
学
連
携
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
の
57
人
を
含
む
会
議
参
加
者
ら
は

2
月
26
日
、明
日
香
村
を
訪
れ
て
、日
本
最
古
の

大
仏
や
石
舞
台
古
墳
な
ど
の
文
化
財
保
全
と
効

果
的
な
活
用
方
法
な
ど
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

越智事務局長が登壇した「観光資源の磨き上げ」セッション

越智良典事務局長

　

J
A
T
A
の
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
）観
光
促
進
部
会
は
、2
月
28
日
か
ら

3
月
5
日
ま
で
の
7
日
間
に
わ
た
っ
て
ラ
オ
ス

を
訪
問
し
、ラ
オ
ス
商
品
化
の
取
り
組
み
に
向

け
た
イ
ン
フ
ラ・観
光
施
設
の
視
察
と
現
地
関

係
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
月
29
日
に
は
引
原
毅・駐
ラ
オ
ス
日
本
大

使
と
の
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
、ラ
オ
ス
の
世
界

遺
産
や
自
然
、寺
院
な
ど
の
歴
史
、素
朴
な
国

民
性
や
食
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
同

大
使
よ
り
、「
よ
り
多
く
の
日
本
人
旅
行
者
に

ラ
オ
ス
を
訪
れ
て
欲
し
い
」と
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、引
原
大
使
は
、国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）の
支
援
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
技
術
指
導
な
ど
を
通

じ
て
対
日
感
情
が
非
常
に
良
い
こ
と
に
も
言
及

し
、「
機
材・空
港
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、

日
本
か
ら
ラ
オ
ス
へ
の
直
行
便
を
是
非
実
現
さ

せ
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ラ
オ
ス
の
ボ
ー
セ
ン
カ
ム・ヴ
ォン
ダ
ラ
ー

引原毅・駐ラオス日本大使を囲んでの記念撮影

久保田団長とヴォンダラー大臣との意見交換会（ラオス、ビ
エンチャンの新聞に掲載）



委員会・支部活動報告

、
は
で
問
訪
敬
表
の
へ
臣
大
省
光
観
・
化
文
報
情

J
た
め
務
を
長
団
の
団
問
訪

T
B

田
保
久
の

魅
が
ス
オ
ラ
で
場
市
行
旅
外
海
の
本
日
る
め

た
し
熟
成、
と
こ
る
う
り
な
と
地
光
観
な
的
力

提
を
材
素
光
観
・
報
情
の
へ
層
者
行
旅
人
本
日E

X
P
O

ど
な
望
希
の
へ
流
交
光
観
な
的
続
持
の
間
国
両

専
光
観
、
は
臣
大
光
観
同
。
た
し
ま
し
明
表
を

す
対
に
援
支
の
ら
か
本
日
ど
な
遣
派
の
家
門

の
内
国
ス
オ
ラ、
で
上
た
し
示
を
意
謝
る

18
県が

化
文
・
然
自
・
史
歴
な
的
徴
特
に
れ
ぞ
れ
そ2

。
明
説
て
い
つ
に
ど
な
力
魅
の
産
遺
界
世
の
つ

立
独
が
年
昨

40

A
S
E

N
A

が
光
観、
り
お
て
め
務
を
国
長
議

A
S
E

N
A

る
げ
掲
の

8

つ
一
の
策
施
先
優
の
つ

と
本
日
「、
は
臣
大
同
た
し
摘
指
を
と
こ
る
あ
で

と
こ
る
す
大
拡
に
ら
さ
後
今
が
流
交
の
ス
オ
ラ

　

の
て
し
と
市

ス
オ
ラ、
力
活

ク
パ
の
部
南

チ
ン
ラ
川
ン

、
観
景
と
史

の
で
ン
バ
パ
ン
ア
ル
う
い
と
産
遺
界
世
が
体
全
町

な
い
合
れ
触
の
と
象
、
院
寺
・
場
市
・
鉢
托
朝
早

。
た
し
ま
し
験
体
を
材
素
光
観
の
く
多、
ど

　

A
S
E

N
A

部、
後
今
は
で
会
部
進
促
光
観

討
検
の
て
い
つ
に
大
拡
品
商
ス
オ
ラ
る
け
お
に
会や

9

E
X
P
O

。
す
ま
い
て
し
定
予
を
ど
な
施
実3

月
7
日　

第
4

。
催
開
を
会
事
幹
回

3
月
17
日　

。
催
開
を
）
路
釧
（3

月
3
日　

画
企
念
記
化
営
民
全
完
港
空
台
仙

3
月
17
日　

第
9

。
催
開
を
会
事
幹
回

4
月
7
日　

3
月
7
日　

。
催
開
を
会
員
委
行
旅
内
国

3
月
10
日　

L

Y
D
A

 

J

A
T
A

を
会
員
委

。
催
開3

月
14
日　

。
催
開
を
会
事
幹

4
月
6
日　

。
催
開
を
会
員
委
行
旅
外
海

4
月
7
日　

。
催
開
を
会
員
委
務
総

4
月
8
日　

。
催
開
を
会
員
委
ド
ン
ウ
バ
ン
イ

3
月
7
日　

。
催
開
を
会
絡
連
員
会
助
賛
部
中

3
月
19

20
日　

屋
古
名
り
つ
ま
旅
「

。
展
出
に
」
6
1
0
23

月
16
日　

。
催
開
を
会
員
委
務
総

3
月
17
日　

。
催
開
を
会
員
委
談
相
者
費
消

3
月
23
日　

。
催
開
を
会
事
幹
部
支
西
関

3
月
25
日　

。
催
開
を
会
員
行
旅
外
海

3
月
12
日　

J

A
T
A

門
鳴
・
動
活
全
保
境
環。

施
実
を
動
活
掃
清
園
公

43

。
加
参
が
人

3
月
21

24
日　

実
を
行
旅
修
研
ム
ナ
ト
ベ

。
施

20

。
加
参
が
人

3
月
22
日　

バ
ン
イ
「
る
よ
に
空
航
際
国
国
中

会
談
商
た
け
向
に
致
誘
ド
ン
ウ

i

に
」
島
広
n

37

。
加
参
が
人

3
月
8
日　

催
開
を
会
員
委
行
旅
内
国

3
月
11

15
日　

ル
ヘ
が
会
員
委
行
旅
外
海

キ
ン
シ

5

。
施
実
を
行
旅
修
研
察
視
間
日

7
人

。
加
参
が3

月
17
日　

。
催
開
を
会
員
委
報
広
・
務
実

3
月
18
日　

。
催
開
を
会
員
委
談
相
者
費
消

3
月
23
日　

。
催
開
を
会
員
委
行
旅
外
海

3
月
16
日　

。
催
開
を
会
事
幹

ルアンバパンでの托鉢の様子

部
支
東
関

部
支
北
東

部
支
州
九

部
支
部
中

部
支
道
海
北

部
支
縄
沖

部
支
西
関

部
支
国
四
中


